
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】包装物を切断するための方法、および包装機を

提供する。

【解決手段】　容器（４）はウェブ状フィルム（１）か

ら形成され、固定サイクルで、包装機のワークステーシ

ョンを通って搬送される。充填および密封した後、容器

（４）を備えるウェブ状フィルム（１）は、第１切断ス

テーション（９）で搬送方向（１２）に交差して切断さ

れ、続く第２切断ステーション（１０）で搬送方向に切

断され、単一の包装物が生じる。第２切断ステーション

（１０）は固定サイクルで断続的に操作され、好ましく

は穴開け器として構成される。これにより、続く処理の

ための包装物の正確な搬送が可能となる。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ウ ェ ブ 状 フ ィ ル ム （ １ ） で 包 装 物 を 生 成 す る た め の 包 装 機 で あ っ て 、
　 固 定 サ イ ク ル で 、 供 給 側 か ら 排 出 側 に ウ ェ ブ 状 フ ィ ル ム （ １ ） を 搬 送 す る た め の 搬 送 装
置 （ ２ ） と 、
　 ウ ェ ブ 状 フ ィ ル ム の 第 １ 方 向 に 第 １ の 切 断 を 行 な う た め の 第 １ 切 断 装 置 （ ９ ） と 、
　 ウ ェ ブ 状 フ ィ ル ム の 第 ２ 方 向 に 第 ２ の 切 断 を 行 な う た め に 、 第 １ 切 断 装 置 の 後 に 、 搬 送
方 向 （ １ ２ ） に 配 置 さ れ る 第 ２ 切 断 装 置 （ １ ０ ） と を 備 え 、
　 搬 送 装 置 （ ２ ） が ２ つ の 進 行 段 階 で 静 止 し て い る と き 、 第 １ 切 断 装 置 （ ９ ） と 第 ２ 切 断
装 置 （ １ ０ ） は 各 々 、 固 定 サ イ ク ル で 断 続 的 に 切 断 す る 、 包 装 機 。
【 請 求 項 ２ 】
第 ２ 切 断 装 置 （ １ ０ ） は 穴 開 け 器 と し て 構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 、 ウ ェ ブ 状 フ
ィ ル ム （ １ ） で 包 装 物 を 生 成 す る た め の 包 装 機 。
【 請 求 項 ３ 】
第 ２ 切 断 装 置 （ １ ０ ） は 、 搬 送 方 向 （ １ ２ ） に ウ ェ ブ 状 フ ィ ル ム （ １ ） を 切 断 す る 縦 方 向
の 切 断 装 置 で あ る 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 包 装 機 。
【 請 求 項 ４ 】
第 １ 切 断 装 置 （ ９ ） は 、 搬 送 方 向 （ １ ２ ） に 交 差 し て ウ ェ ブ 状 フ ィ ル ム （ １ ） を 切 断 す る
横 方 向 の 切 断 装 置 で あ る 、 請 求 項 １ か ら ３ の １ つ に 記 載 の 包 装 機 。
【 請 求 項 ５ 】
切 断 装 置 （ ９ 、 １ ０ ） の 少 な く と も １ つ は 、 包 装 物 の 角 （ ４ ｃ ） に 湾 曲 部 を 作 る よ う に 構
成 さ れ る 、 請 求 項 １ か ら ４ の １ つ に 記 載 の 包 装 機 。
【 請 求 項 ６ 】
切 断 装 置 （ ９ 、 １ ０ ） の 少 な く と も １ つ は 、 ウ ェ ブ 状 フ ィ ル ム （ １ ） か ら 細 長 片 （ １ ７ 、
１ ９ ） を 切 る よ う に 構 成 さ れ る 、 請 求 項 １ か ら ５ の １ つ に 記 載 の 包 装 機 。
【 請 求 項 ７ 】
切 断 装 置 （ ９ 、 １ ０ ） の １ つ は 、 ウ ェ ブ 状 フ ィ ル ム の 縦 の 端 を 廃 物 な し に 切 断 す る 縦 方 向
の 切 断 装 置 で あ る 、 請 求 項 １ か ら ６ の １ つ に 記 載 の 包 装 機 。
【 請 求 項 ８ 】
包 装 機 は 深 絞 り 機 で あ る 、 請 求 項 １ か ら ７ の １ つ に 記 載 の 包 装 機 。
【 請 求 項 ９ 】
包 装 機 で 包 装 物 を 切 断 す る た め の 方 法 で あ っ て 、 包 装 物 は ウ ェ ブ 状 フ ィ ル ム （ １ ） で 生 成
さ れ 、 固 定 サ イ ク ル で 、 包 装 機 の 供 給 側 か ら 排 出 側 へ 搬 送 さ れ 、
　 ウ ェ ブ 状 フ ィ ル ム の 第 １ 方 向 に 第 １ の 切 断 を 行 な う ス テ ッ プ と 、
　 続 い て ウ ェ ブ 状 フ ィ ル ム 上 の 第 ２ 方 向 に 第 ２ の 切 断 を 行 な う ス テ ッ プ を 含 み 、
　 ウ ェ ブ 状 フ ィ ル ム が ２ つ の 進 行 段 階 で 静 止 し て い る と き 、 第 １ お よ び 第 ２ の 切 断 が 、 固
定 サ イ ク ル で 断 続 的 に 行 わ れ る 、 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
第 ２ 切 断 は 穴 開 け 器 （ １ ０ ） に よ っ て 行 な わ れ る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の 、 包 装 機 に お け る 包
装 物 を 切 断 す る た め の 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
第 ２ 切 断 は 、 ウ ェ ブ 状 フ ィ ル ム の 縦 方 向 （ １ ２ ） に 実 行 さ れ る 、 請 求 項 ９ も し く は １ ０ の
１ つ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
第 １ 切 断 は 、 ウ ェ ブ 状 フ ィ ル ム に 交 差 す る 方 向 に 実 行 さ れ る 、 請 求 項 ９ か ら １ １ の １ つ に
記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
ス テ ッ プ の 少 な く と も １ つ で 、 湾 曲 部 が 包 装 物 の 角 （ ４ ｃ ） に 形 成 さ れ る 、 請 求 項 ９ か ら
１ ２ の １ つ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
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ス テ ッ プ の 少 な く と も １ つ で 、 細 長 片 （ １ ７ 、 １ ９ ； １ ８ 、 ２ ０ ） が 切 り 取 ら れ る 、 請 求
項 ９ か ら １ ３ の １ つ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
縦 方 向 の 端 の 切 断 は 、 廃 物 な し に 実 行 さ れ る 、 請 求 項 ９ か ら １ ４ の １ つ に 記 載 の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 包 装 機 、 お よ び 包 装 物 を 切 断 す る た め の 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 Ｄ Ｅ 　 ３ ８ 　 ４ １ 　 ２ ５ ０ 　 Ａ １ か ら 、 ク レ ー ム １ の 前 文 に 従 う 包 装 機 が 公 知 で あ る 。
こ の 包 装 機 は 横 方 向 の 切 断 装 置 、 お よ び 続 い て 配 置 さ れ た 縦 方 向 の 切 断 装 置 を 備 え て い る
。 縦 方 向 の 切 断 装 置 は 、 回 転 刃 に よ っ て ウ ェ ブ の 縦 方 向 に 包 装 物 を 切 断 す る 。 こ の 装 置 は
定 期 的 な 維 持 と 調 整 操 作 を 要 す る 。 さ ら に 、 刃 の 耐 用 年 数 に は 限 界 が あ り 、 切 断 の 質 は 、
高 品 質 の 包 装 物 に と っ て は 十 分 で は な い 。 縦 方 向 の 切 断 装 置 は 包 装 物 が 進 行 し て い る 間 絶
え ず 作 動 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 Ｄ Ｅ 　 ２ ５ 　 ０ ６ 　 ４ ４ ６ か ら 、 包 装 物 の 分 離 も ま た ２ 段 階 で 実 行 さ れ る 包 装 機 が 公 知
で あ る 。 ま ず 、 ウ ェ ブ が 横 方 向 に 切 断 さ れ 、 複 数 の 包 装 物 か ら な る ス ト リ ッ プ が 構 成 さ れ
、 そ の 後 、 さ ら な る 装 置 で ス ト リ ッ プ か ら 単 一 の 包 装 物 に 切 離 さ れ る 。 包 装 物 は 各 々 別 々
に 切 離 さ れ る の で 、 従 っ て 容 量 に は 限 界 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 Ｄ Ｅ 　 ３ １ 　 １ ８ 　 ９ ４ ６ 　 Ａ １ で 、 包 装 物 を ウ ェ ブ 状 フ ィ ル ム か ら 切 抜 く 装 置 が 提 案
さ れ 、 そ こ で は 包 装 物 の 外 形 が １ つ の 動 作 段 階 で 切 断 さ れ る 。 こ の 装 置 は 、 強 力 な プ レ ス
、 そ し て 包 装 物 の 数 、 大 き さ お よ び 外 形 に 個 々 に 適 応 さ れ る 切 断 ツ ー ル を 備 え る 複 雑 な 装
置 か ら 成 る 。 こ の 装 置 か ら 包 装 物 を 取 出 す こ と は 困 難 で あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 発 明 の 目 的 は 、 包 装 機 、 お よ び 包 装 物 を 切 断 す る た め の 方 法 を 提 供 す る こ と で あ る
。 こ の 発 明 に よ り 、 包 装 物 は 高 品 質 に 切 断 さ れ 、 高 い 生 産 性 が 達 成 さ れ 、 包 装 物 は さ ら な
る 処 理 の た め に 容 易 に 入 手 し や す い 方 法 で 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 目 的 は 請 求 項 １ に 記 載 の 包 装 機 、 お よ び 請 求 項 ９ に 記 載 の 包 装 物 を 切 断 す る た め の
方 法 に よ っ て 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 特 に 、 こ の 発 明 の 利 点 は 、 上 記 か ら 、 切 断 し た 包 装 物 の 受 継 ぎ が 、 上 か ら 、 高 精 度 に 実
行 さ れ 得 る こ と で あ る 。 さ ら に 、 第 １ お よ び 第 ２ の 切 断 に 、 動 作 段 階 を 分 け る こ と で 、 特
定 の 用 途 に お い て よ り 高 い 柔 軟 性 が 可 能 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 １ に 見 ら れ 得 る よ う に 、 包 装 機 は 、 供 給 側 に 、 第 １ の ウ ェ ブ 状 フ ィ ル ム １ か ら な る 一
巻 の フ ィ ル ム を 備 え て お り 、 フ ィ ル ム は 、 そ の 両 端 を 搬 送 装 置 ２ で 保 持 さ れ 、 排 出 側 に 搬
送 さ れ る 。 形 成 ス テ ー シ ョ ン ３ で 、 ウ ェ ブ 状 フ ィ ル ム １ か ら 形 成 さ れ る 容 器 ４ が 生 成 さ れ
る 。 図 ２ お よ び ３ か ら 見 ら れ 得 る よ う に 、 複 数 の 容 器 ４ が ウ ェ ブ 状 フ ィ ル ム １ の 幅 方 向 に
１ 列 に 配 置 さ れ る 。 選 択 的 に 、 充 填 ス テ ー シ ョ ン ５ が 提 供 さ れ 、 そ こ で 容 器 ４ に 製 品 ６ を
充 填 す る 。 そ れ に 続 い て 、 第 ２ の ウ ェ ブ 状 フ ィ ル ム ７ が 供 給 さ れ 、 フ ィ ル ム ７ で 容 器 ４ は
密 封 ス テ ー シ ョ ン ８ に お い て 覆 わ れ 密 封 さ れ る 。 さ ら に 、 第 １ 切 断 ス テ ー シ ョ ン ９ が 提 供
さ れ 、 そ こ で 容 器 を 含 む ウ ェ ブ 状 フ ィ ル ム が 、 容 器 の 向 い あ っ た ２ 辺 の 第 １ 方 向 に 切 断 さ
れ る 。 第 １ 切 断 ス テ ー シ ョ ン ９ の 下 流 の 搬 送 方 向 １ ２ に 、 第 ２ 切 断 ス テ ー シ ョ ン １ ０ が 設
け ら れ 、 そ こ で ウ ェ ブ 状 フ ィ ル ム １ は 容 器 の 向 い あ っ た 辺 の 第 ２ 方 向 に 切 断 さ れ る 。 第 ２
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切 断 ス テ ー シ ョ ン １ ０ の 後 に 、 搬 送 装 置 １ １ が 設 け ら れ 、 第 ２ 切 断 ス テ ー シ ョ ン １ ０ か ら
来 た 、 完 全 に 切 離 さ れ た 容 器 を 、 搬 送 ス テ ー シ ョ ン （ 図 示 な し ） ま で 運 搬 す る 。 搬 送 装 置
２ は 、 ウ ェ ブ 状 フ ィ ル ム を 固 定 サ イ ク ル と し て 進 め る よ う に 構 成 さ れ て お り 、 搬 送 装 置 が
動 作 サ イ ク ル に お い て 静 止 し て い る 時 間 の 長 さ は 、 最 長 操 作 時 間 を 有 す る ス テ ー シ ョ ン が
動 作 処 理 に 必 要 と す る 時 間 に 少 な く と も 一 致 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 １ か ら ３ に 示 さ れ る 実 施 例 に お い て 、 第 １ 切 断 ス テ ー シ ョ ン ９ は 横 方 向 の カ ッ タ ー と
し て 構 成 さ れ 、 好 ま し く は 穴 開 け 器 で あ り 、 搬 送 方 向 １ ２ に 交 差 し て 延 び 、 ウ ェ ブ 状 フ ィ
ル ム の 下 に 配 置 さ れ る 穴 開 け ナ イ フ １ ３ を 備 え る 。 穴 開 け 器 は 、 ウ ェ ブ 状 フ ィ ル ム 上 に 配
置 さ れ る 側 壁 に 対 し て 、 ウ ェ ブ 状 フ ィ ル ム １ を 押 す 。 こ の と き 、 穴 開 け 器 は 、 ウ ェ ブ 状 フ
ィ ル ム を 通 っ て 穴 を 開 け る 、 い ず れ に し て も 、 穴 開 け ナ イ フ １ ３ が ウ ェ ブ 状 フ ィ ル ム の 上
に 、 側 壁 が 下 に 位 置 す る 反 対 の 配 置 も 同 様 に 可 能 で あ る 。 さ ら に 、 断 続 的 な 固 定 サ イ ク ル
で 搬 送 装 置 ２ の 固 定 サ イ ク ル の 進 行 に 従 っ て 、 第 １ 切 断 装 置 ９ を 操 作 す る 制 御 が 提 供 さ れ
る 。 こ の サ イ ク ル に お い て は 、 搬 送 装 置 が 進 行 の ２ 段 階 の 間 で 静 止 し て い る と き に 、 搬 送
方 向 １ ２ に 交 差 し て ウ ェ ブ 状 フ ィ ル ム の 切 断 が 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 ２ お よ び ５ で 示 さ れ て い る 、 穴 開 け ナ イ フ １ ３ の 形 状 の 第 １ 実 施 例 で 、 第 １ 切 断 ス テ
ー シ ョ ン ９ の 穴 開 け ナ イ フ １ ３ は 、 容 器 ４ の 間 に 、 内 側 に 向 け ら れ た 、 湾 曲 部 １ ５ ａ を 有
す る 、 星 型 の 切 抜 き １ ５ を 切 る よ う に 構 成 さ れ 、 図 ５ に 見 ら れ 得 る よ う に 、 切 抜 か れ た 容
器 の 丸 ま っ た 角 ４ ｃ を 後 に 形 成 す る 。 図 ２ の 上 半 分 に 見 ら れ 得 る よ う に 、 第 １ 例 の 穴 開 け
ナ イ フ １ ３ は 、 線 状 の 切 目 １ ６ が 搬 送 方 向 １ ２ に 交 差 し て 、 容 器 ４ の 間 に 作 ら れ る よ う に
構 成 さ れ て も よ い 。 図 ２ の 下 半 分 に 見 ら れ 得 る よ う に 、 第 ２ 例 で は 、 穴 開 け ナ イ フ １ ３ は
、 細 長 い 型 の 切 抜 き １ ７ が 星 型 の 切 抜 き １ ５ の 間 に 作 ら れ る よ う に 構 成 さ れ て も よ い 。 さ
ら に 、 穴 開 け ナ イ フ １ ３ は ウ ェ ブ 状 フ ィ ル ム １ の 幅 全 体 を 覆 っ て は 延 び な い 。 従 っ て 、 細
長 片 １ ８ は ウ ェ ブ 状 フ ィ ル ム １ の 両 側 に そ れ ぞ れ 残 る 。 細 長 片 は ウ ェ ブ 状 フ ィ ル ム の 進 行
に 役 立 つ 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ か ら ３ 、 お よ び ７ に 見 ら れ 得 る よ う に 、 第 ２ 切 断 ス テ ー シ ョ ン １ ０ は 縦 方 向 の カ ッ
タ ー と し て 、 そ し て 好 ま し く は 穴 開 け 器 と し て 構 成 さ れ 、 搬 送 方 向 １ ２ に 延 び る 切 断 端 を
備 え 、 ウ ェ ブ 状 フ ィ ル ム １ 上 に 位 置 す る 側 壁 １ ４ ａ を 押 す 、 ウ ェ ブ 状 フ ィ ル ム １ の 下 に 配
置 さ れ る 複 数 の 穴 開 け ナ イ フ １ ４ を 備 え る 。 側 壁 を 押 す と き に 、 ウ ェ ブ 状 フ ィ ル ム に 穴 を
開 け る 。 こ こ で 、 穴 開 け ナ イ フ １ ４ が ウ ェ ブ 状 フ ィ ル ム の 上 に 位 置 し 、 側 壁 が 下 に あ る 、
逆 の 配 置 も 可 能 で あ る 。 図 ５ に 示 さ れ る よ う に 、 穴 開 け ナ イ フ １ ４ の 間 の 間 隔 Ｂ は 、 予 め
形 成 さ れ た 容 器 ４ の く ぼ み ４ ａ の 幅 よ り も 広 い 。 そ の 結 果 、 完 全 に 切 離 さ れ た 後 、 容 器 ４
は 縁 ４ ｂ を 備 え 、 全 体 幅 Ｂ が 生 成 さ れ る 。 穴 開 け ナ イ フ の 数 は 、 横 列 に 搬 送 方 向 １ ２ に 交
差 し て 並 ん で 配 置 さ れ る 容 器 ４ の 数 よ り も １ つ 多 い 。 穴 開 け ナ イ フ の 長 さ は 、 図 ５ に 示 さ
れ る 容 器 の 長 さ Ｌ に 一 致 す る 。 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 穴 開 け ナ イ フ １ ４ の 形 状 の 第 １ 実
施 例 で 、 こ れ ら は 、 線 状 の 切 目 １ ９ は 搬 送 方 向 １ ２ に 作 ら れ る よ う に 構 成 さ れ る 。 相 互 に
関 係 す る ２ つ の 最 も 外 の 穴 開 け ナ イ フ の 間 隔 は 、 ウ ェ ブ 状 フ ィ ル ム １ の 幅 よ り も 狭 く 、 第
１ 切 断 ス テ ー シ ョ ン の 穴 開 け ナ イ フ １ ３ の 長 さ と 同 じ で あ る 。 そ の 結 果 、 廃 物 を 構 成 す る
縁 部 分 １ ８ が 切 断 後 に 残 る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 さ ら に 、 断 続 的 な 固 定 サ イ ク ル で 搬 送 装 置 の 固 定 サ イ ク ル に 従 っ て 、 第 ２ 切 断 ス テ ー シ
ョ ン １ ０ を 操 作 す る 制 御 が 提 供 さ れ る 。 搬 送 装 置 が ２ 段 の 進 行 の 間 に 停 止 し て い る と き 、
搬 送 方 向 の 切 断 が 実 行 さ れ る 。 そ し て 切 断 が 実 行 さ れ る と き は 、 上 か ら 容 器 へ 近 づ く こ と
が で き る よ う に 、 穴 開 け ナ イ フ と 側 壁 は 、 ウ ェ ブ 状 フ ィ ル ム か ら 離 れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 操 作 の 間 、 ま ず ウ ェ ブ 状 フ ィ ル ム １ が 、 固 定 サ イ ク ル で 、 搬 送 装 置 ２ を 通 っ て 形 成 ス テ
ー シ ョ ン ３ へ 供 給 さ れ る 。 容 器 ４ は 形 成 ス テ ー シ ョ ン ３ で 深 絞 り さ れ る 。 そ し て 選 択 的 に
、 容 器 は 充 填 ス テ ー シ ョ ン ５ で 製 品 ６ を 充 填 し 、 上 フ ィ ル ム ７ で 閉 じ ら れ 、 密 封 ス テ ー シ
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ョ ン ８ で 密 封 さ れ る 。 こ の よ う に 結 合 さ れ た 容 器 は 、 搬 送 装 置 ２ に よ っ て 固 定 サ イ ク ル で
搬 送 さ れ 、 第 １ 切 断 ス テ ー シ ョ ン ９ へ 提 供 さ れ る 。 第 １ 切 断 ス テ ー シ ョ ン ９ は 、 図 ２ に 示
さ れ る よ う に 、 固 定 サ イ ク ル で 、 断 続 的 に 搬 送 方 向 １ ２ に 交 差 す る 方 向 へ の 切 断 を 行 い 、
そ の 間 、 切 断 ス テ ー シ ョ ン ９ の 前 後 の 容 器 の 横 列 は 各 々 、 静 止 し て い る 。 縁 部 分 １ ８ が 残
る の で 、 ウ ェ ブ 状 フ ィ ル ム １ は さ ら に そ こ に 保 持 さ れ 、 搬 送 さ れ 得 る 。 容 器 の 横 列 が 第 ２
切 断 ス テ ー シ ョ ン １ ０ に 達 す る と す ぐ に 、 穴 開 け ナ イ フ １ ４ は そ こ で 操 作 さ れ 、 複 数 の 縦
方 向 の 切 目 １ ９ が 形 成 さ れ 、 そ れ が 開 い て 星 型 の 切 抜 き １ ５ に な り 、 そ う し て 、 完 全 に 容
器 ４ は 相 互 に 切 離 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 各 段 階 の 後 、 穴 開 け ナ イ フ １ ４ と 側 壁 １ ４ ａ は ウ ェ ブ 状 フ ィ ル ム か ら 離 れ 、 切 離 さ れ た
容 器 は 、 搬 送 装 置 １ １ 上 を 搬 送 さ れ て い る 間 、 自 由 に 上 か ら 入 手 で き る 。 こ れ に よ り 、 さ
ら な る 処 理 の た め に 高 精 度 の 搬 送 が 可 能 に な る 。 な ぜ な ら ば 、 容 器 は 相 互 に 関 連 し た 規 定
さ れ た 間 隔 を 有 す る か ら で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ５ に 示 さ れ る よ う に 、 切 抜 か れ た 容 器 は 丸 ま っ た 角 ４ ｃ を 備 え 、 そ の 曲 率 は 星 型 の 切
抜 き １ ５ で 作 ら れ る 。 容 器 の 丸 ま っ た 角 ４ ｃ と 縦 方 向 の 辺 ４ ｄ と の 間 に 、 小 さ な 角 ４ ｅ が
存 在 す る の は 、 第 ２ 切 断 ス テ ー シ ョ ン １ ０ の 穴 開 け ナ イ フ １ ４ の 間 隔 が 、 第 １ 切 断 ス テ ー
シ ョ ン に よ っ て 打 抜 か れ た 星 型 部 分 １ ５ ａ の 屈 曲 部 に 正 確 に 調 整 さ れ て い な い と い う 事 実
に よ る 。 角 は 、 後 に 容 器 ４ を 開 け る と き に 、 上 フ ィ ル ム ７ を 剥 ぐ 補 助 と し て 役 立 っ て も よ
い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ２ に 見 ら れ 得 る よ う に 、 上 部 の 容 器 ４ ´ 、 ４ ´ ´ は 短 辺 に 切 断 廃 物 な し で 形 成 さ れ 、
下 部 の 容 器 ４ お よ び ４ ´ ´ ´ は 短 辺 に 切 断 廃 物 を 有 し て 形 成 さ れ る 。 こ れ は 、 第 １ 切 断 ス
テ ー シ ョ ン で 切 欠 き １ ７ を 打 抜 く こ と に 起 因 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 第 ２ 切 断 ス テ ー シ ョ ン １ ０ の 穴 開 け ナ イ フ の 形 状 の 第 ２ 実 施 例
で 、 穴 開 け ナ イ フ は 、 中 間 に 、 そ し て 各 容 器 ４ の 縦 の 辺 の 端 に 、 縦 の 細 長 片 ２ ０ を 打 抜 く
よ う に 構 成 さ れ る 。 こ の こ と に よ り 、 図 ６ に 示 さ れ る よ う な 包 装 物 ４ ０ が 生 成 さ れ る 。 細
長 片 ２ ０ が 切 抜 か れ る た め 、 角 ４ ｅ が 存 在 せ ず 、 段 の な い 丸 ま っ た 端 ４ ０ ｃ は 縦 の 辺 ４ ０
ｄ に 同 化 す る と い う 点 で 、 包 装 物 ４ ０ は 図 ５ に 示 さ れ る 包 装 物 ４ と は 異 な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 穴 開 け ナ イ フ の 形 状 は 、 包 装 材 料 、 お よ び 容 器 の 切 断 し た 端 の 質 に 対 す る 要 求 に よ っ て
選 択 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ４ の 平 面 図 に 模 式 的 に 示 さ れ て い る 包 装 機 の 修 正 さ れ た 実 施 例 に お い て 、 第 １ 切 断 ス
テ ー シ ョ ン ９ ０ は 、 縦 方 向 の 切 断 ス テ ー シ ョ ン と し て 構 成 さ れ 、 そ こ で 縦 方 向 に 切 目 ９ １
が 包 装 物 の 間 に 形 成 さ れ る 。 第 ２ 切 断 ス テ ー シ ョ ン １ ０ ０ は 横 方 向 の 切 断 装 置 と し て 構 成
さ れ 、 そ こ で 搬 送 方 向 １ ２ に 交 差 す る 一 以 上 の 切 目 が 作 ら れ る 。 こ こ で 同 様 に 、 断 続 的 に
操 作 す る 第 ２ 切 断 ス テ ー シ ョ ン １ ０ ０ に よ っ て 、 正 確 な 搬 送 が 、 例 え ば 、 上 か ら の 操 作 器
具 に よ っ て 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 述 の 実 施 例 の 修 正 が 可 能 で あ る 。 例 え ば 、 第 １ 切 断 ス テ ー シ ョ ン ９ 、 ９ ０ は 、 穴 開 け
器 と し て 必 ず し も 構 成 さ れ な く て も よ く 、 ナ イ フ で 単 に 切 断 し て も よ い 。 穴 開 け ナ イ フ の
形 状 は 要 求 に 応 じ て 適 応 さ れ る 。 星 型 の 打 抜 き は 必 ず し も 存 在 し な く て も よ い 。 も し 存 在
し な い な ら 、 尖 っ た 角 を 有 す る 包 装 物 が 作 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 縦 方 向 の カ ッ タ ー も ま た 、 縦 方 向 の 端 が 廃 物 な し で 切 断 さ れ る よ う に 、 刈 り 込 み 刃 と し
て 構 成 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 搬 送 方 向 に １ 列 に 複 数 の 容 器 を 同 時 に 、 深 絞 り し 、 充 填 し 、 密 封 し 、 そ し て 切 断 す る こ
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と も ま た 可 能 で あ る 。 こ の 場 合 、 横 方 向 の カ ッ タ ー と し て 形 成 さ れ る 切 断 装 置 は 、 複 数 の
平 行 し た 切 断 刃 を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 さ ら に 、 こ の 発 明 は 深 絞 り 機 の 形 を し た 包 装 機 に 限 定 さ れ な い が 、 容 器 を 包 装 す る た め
の 形 成 機 に も ま た 適 応 さ れ て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の 発 明 の さ ら な る 特 徴 お よ び 利 点 が 、 添 付 の 図 面 を 参 照 し て 、 実 施 例 の 記 載 か ら 現 れ
る で あ ろ う 。
【 図 １ 】 第 １ 実 施 例 に 従 う 包 装 機 の 概 要 図 で あ り 、 正 面 の カ バ ー は 省 略 し て い る 。
【 図 ２ 】 第 １ 実 施 例 に 従 う 横 方 向 お よ び 縦 方 向 の 切 断 領 域 に お け る 、 図 １ に 従 う 包 装 機 の
包 装 用 ウ ェ ブ の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 第 ２ 実 施 例 に 従 う 包 装 用 ウ ェ ブ の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 第 ３ 実 施 例 に 従 う 包 装 用 ウ ェ ブ の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ２ に 従 う 実 施 例 で 製 造 さ れ る 包 装 物 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ３ に 従 う 実 施 例 に 従 っ て 製 造 さ れ る 包 装 物 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ３ に 従 う 切 断 ス テ ー シ ョ ン の 線 Ａ － Ａ に 沿 っ た 断 面 図 で あ る 。
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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